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内
首
藤
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【
要
旨
】

　

本
稿
は
、
相
模
国
出
身
の
西
遷
御
家
人
山
内
首
藤
氏
が
本
拠
と
し
た
備
後
国
地

毗
荘
本
郷
の
故
地
を
事
例
に
、
中
世
の
水
利
秩
序
を
復
原
す
る
た
め
、
荘
園
現
地

調
査
や
文
献
資
料
の
分
析
、
さ
ら
に
は
水
理
学
（
土
木
工
学
の
一
分
野
）
の
研
究

手
法
を
援
用
し
学
際
的
か
つ
遡
及
的
に
景
観
復
原
を
施
し
検
討
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
対
象
の
地
毗
荘
故
地
は
圃
場
整
備
完
了
地
域
で
あ
る
が
、
圃
場
整
備
以
後
の

現
況
水
利
灌
漑
と
圃
場
整
備
以
前
の
そ
れ
と
を
丁
寧
に
比
較
検
討
す
る
と
、
圃
場

整
備
事
業
が
決
し
て
既
存
の
水
利
慣
行
や
水
利
系
統
を
破
壊
し
た
も
の
で
は
な
く
、

既
存
秩
序
を
補
完
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
闡
明
と
な
っ
た
。
圃
場
整
備
の
手
が

入
っ
た
地
域
で
も
、
現
地
調
査
と
水
利
秩
序
の
復
原
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
水
利
関
係
の
近
世
地
方
文
書
が
見
出
せ
な
い
当
該
地
で
は
、
水
理
学
の
手
法
で

集
水
域
を
作
成
し
前
近
代
の
水
利
秩
序
と
灌
漑
範
囲
の
復
原
を
試
み
た
。

　

か
か
る
遡
及
的
水
利
復
原
を
経
て
、
地
毗
荘
本
郷
の
中
世
水
利
秩
序
を
分
析
し

た
。
結
果
、
南
北
朝
期
ま
で
別
所
谷
を
水
源
と
す
る
「
別
所
池
」「
大
野
池
」
に

よ
る
親
池
―
子
池
の
灌
漑
体
系
が
当
該
地
で
の
主
要
な
水
利
で
あ
り
、
南
北
朝
期

の
水
害
被
害
に
よ
る
河
道
変
遷
の
結
果
溜
池
が
消
失
し
、
谷
川
に
よ
る
河
川
灌
漑

へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
山
内
首
藤
氏
に
よ
る
別
所
谷
奥
の
谷
戸
開

発
の
進
展
に
も
触
れ
た
。
さ
ら
に
集
水
域
を
踏
ま
え
こ
れ
ら
の
水
利
秩
序
に
は
下

流
地
域
（
紺
屋
谷
・
滑
良
谷
）
の
な
か
で
依
存
度
に
濃
淡
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、

水
利
ユ
ニ
ッ
ト
は
一
様
で
な
く
、
そ
の
内
部
に
差
違
（
格
差
）
が
あ
る
こ
と
も
明

瞭
に
な
っ
た
。

は
じ
め
に

　

荘
園
現
地
調
査
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
部
分
的
・
補
助
的

調
査
か
ら
時
代
・
分
野
を
限
定
し
な
い
悉
皆
調
査
を
基
本
方
針
と
す
る
総
合
的
景
観

復
原
研
究
へ
と
転
換
し
、
個
人
や
有
志
の
研
究
集
団
に
加
え
、
行
政
や
大
学
研
究
機

関
が
中
心
と
な
っ
て
大
規
模
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
そ
れ
ら
の
調
査
で
は
、

圃
場
整
備
等
の
開
発
事
業
に
よ
る
耕
地
景
観
・
水
利
慣
行
の
破
壊
・
改
変
と
い
う
危

機
的
状
況
を
受
け
た
緊
急
調
査
（
現
況
調
査
）
と
い
う
性
格
が
濃
厚
に
表
れ
、
や
が

て
地
表
か
ら
消
え
て
し
ま
う
地
名
（
と
く
に
水
田
一
枚
ご
と
に
付
け
ら
れ
て
い
た
シ

コ
名
な
ど
の
通
称
地
名
）
や
水
利
灌
漑
系
統
・
水
利
慣
行
な
ど
耕
地
一
筆
レ
ベ
ル
で

の
詳
細
な
記
録
が
な
さ
れ
、
貴
重
な
成
果
が
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

圃
場
整
備
事
業
が
進
展
し
た
現
在
、
残
さ
れ
た
景
観
の
大
半
は
す
で
に
画
一
化
さ

れ
た
耕
地
と
、
改
変
さ
れ
た
（
と
当
初
は
想
定
さ
れ
た
）
水
利
灌
漑
体
系
ば
か
り
で

あ
る
。
勿
論
、
圃
場
整
備
以
後
も
荘
園
現
地
調
査
は
行
わ
れ
た
が
、
圃
場
整
備
の
手

が
入
っ
て
い
な
い
棚
田
景
観
を
残
す
地
域
が
主
に
選
択
さ
れ
、
次
第
に
中
世
史
に
お

け
る
現
地
調
査
の
実
施
は
低
調
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
、あ

え
て
圃
場
整
備
完
了
地
域
に
お
い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
て
前
近
代
の
水
利
灌
漑
体

系
の
復
原
を
試
み
、
か
か
る
制
約
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
目
指
し
た
研
究
も
存
在
す

る
。
例
え
ば
貴
田
潔
に
よ
る
筑
後
国
水
田
荘
の
現
地
調
査
と
そ
の
成
果
報
告
書
『
筑

後
国
水
田
荘
故
地
調
査
報
告
書
〈
地
誌
編
・
史
料
編
補
遺
〉』（
地
域
資
料
叢
書
一
三
、

花
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
聞
き
書
き
で
得
ら
れ
た
圃
場
整
備
以
前
の
水
利
灌

漑
情
報
を
丁
寧
に
現
況
景
観
と
比
較
し
遡
及
的
に
水
利
系
統
を
復
原
さ
せ
て
い
る（

（
（

。

ま
た
、
筆
者
と
土
山
祐
之
に
よ
る
近
江
国
柏
木
御
厨
の
現
地
調
査
で
も
、
土
地
改
良

区
が
所
蔵
す
る
現
代
資
料
や
聞
き
書
き
を
通
じ
て
、
圃
場
整
備
前
後
に
お
け
る
野
洲

川
取
水
の
水
利
灌
漑
体
系
の
復
原
と
前
近
代
の
多
様
な
水
資
源
利
用
の
形
態
を
明
ら

渡　
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か
に
し
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
手
法
で
は
、
圃
場
整
備
以
前
で
の
田
一
筆
ご
と
の
詳
細

な
灌
漑
状
況
ま
で
は
復
原
で
き
な
い
も
の
の
、
基
幹
用
水
路
の
水
利
系
統
や
配
水
ル

ー
ル
な
ど
お
お
よ
そ
の
水
利
秩
序
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
圃
場
整
備
完
了
地
域
で
の
実
践
例
を
通
じ
て
、
そ
も
そ
も
圃
場
整
備
事
業
が
既

存
の
地
域
水
利
秩
序
を
破
壊
し
て
推
進
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
基
盤
と
し

な
が
ら
用
水
路
の
付
け
替
え
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、圃

場
整
備
前
後
の
変
化
を
関
連
資
料
か
ら
復
原
す
る
作
業
の
手
間
さ
え
惜
し
ま
な
け
れ

ば
、
圃
場
整
備
以
前
の
水
利
灌
漑
体
系
を
復
原
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
な
こ
と

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
圃
場
整
備
完
了
地
域
に
お
け
る
水
利
灌
漑
調
査
の
道
が
拓
か

れ
つ
つ
あ
る
の
が
、
荘
園
現
地
調
査
の
現
在
地
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
圃
場
整
備
以

前
よ
り
も
さ
ら
に
中
世
水
利
灌
漑
体
系
へ
と
遡
及
し
て
復
原
し
て
行
く
に
は
、
依
然

と
し
て
資
料
的
制
約
─
近
世
地
方
文
書
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
と
く
に
顕

著
で
あ
ろ
う
─
が
立
ち
は
だ
か
る
。

　

さ
て
本
稿
は
、
相
模
国
山
内
首
藤
氏
が
西
遷
し
て
本
拠
形
成
を
果
た
し
た
備
後
国

地
毗
荘
本
郷
に
お
け
る
中
世
水
利
秩
序
を
遡
及
的
に
復
原
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
当
該
地
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
広
島
県
実
施
の
総
合
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
（
圃
場
整
備
事
業
）
を
受
け
、
す
で
に
棚
田
景
観
が
消
失
し
た
圃
場
整
備
完
了

地
域
で
あ
る
。
か
つ
て
服
部
英
雄
に
よ
る
地
名
研
究
を
通
じ
た
中
世
景
観
の
復
原
が

試
み
ら
れ
る
が（

（
（

、
水
利
灌
漑
調
査
は
実
施
さ
れ
ず
、
筆
者
に
よ
っ
て
地
毗
荘
本
郷
の

う
ち
山
内
首
藤
氏
惣
領
家
一
族
が
中
核
拠
点
と
し
た
「
高
山
門
田
」
に
お
け
る
水
利

復
原
が
示
さ
れ
る
程
度
で（

（
（

、
具
体
的
な
開
発
過
程
に
関
す
る
研
究
は
出
さ
れ
て
い
な

い
。
現
地
に
は
、
幸
い
な
こ
と
に
圃
場
整
備
以
前
の
水
利
関
係
資
料
が
多
く
残
さ
れ

て
お
り
、
圃
場
整
備
以
前
の
水
利
灌
漑
体
系
を
復
原
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
だ

が
、地
毗
荘
故
地
で
は
水
利
関
係
の
近
世
地
方
文
書
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、文

献
資
料
だ
け
を
用
い
た
遡
及
的
復
原
手
法
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
生
じ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
土
木
工
学
の
一
分
野
で
あ
る
水
理
学
の
方
法
論
を
援
用
し
つ
つ
、
学
際

的
な
手
法
で
中
世
水
利
秩
序
の
復
原
を
試
み
た
い
。
な
お
、
地
毗
荘
本
郷
に
お
け
る

水
利
灌
漑
体
系
の
復
原
は
、
残
存
資
料
等
か
ら
復
原
可
能
な
現
在
の
本
郷
・
殿
垣
内

地
区
（
現
本
郷
町
・
殿
垣
内
町
、
惣
領
家
や
庶
子
滑
氏
・
黒
杭
氏
の
本
拠
地
が
所
在
）

を
中
心
に
行
う
。

一　

圃
場
整
備
以
前
と
以
後
の
水
利
秩
序

　

地
毗
荘
は
備
北
の
中
山
間
地
域
に
所
在
す
る
荘
園
で
、
そ
の
中
心
で
あ
る
中
世
本

郷
地
域
は
近
世
村
の
本
郷
村
・
殿
垣
内
村
・
市
村
・
田
原
村
・
上
原
村
・
下
原
村
・
三

日
市
村
・
戸
郷
村
か
ら
主
に
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
国
兼
川
が
殿
垣

内
地
区
の
南
側
を
東
西
に
流
れ
用
水
路
網
が
発
達
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ

れ
ら
の
用
水
路
は
近
世
後
期
以
降
の
開
削
で
あ
り
、
当
該
地
は
「
西
北
山
高
く
、
東

は
地
ひ
ら
く
、
郷
中
に
も
、
小
山
多
く
、
水
利
乏
し
」（『
芸
藩
通
志
』
巻
一
三
四
（
文

政
八
年
（
一
八
二
五
）
成
立
））
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
溜
池
灌
漑
に
よ
る

谷
戸
開
発
が
中
心
で
あ
っ
た
。
現
在
は
別
所
谷
奥
に
あ
る
新
池
・
横
林
池
・
高
丸
池

と
、
江
木
谷
奥
に
あ
る
田
の
平
池
・
江
木
池
を
水
源
と
す
る
本
郷
川
が
本
郷
・
殿
垣

内
地
区
の
主
要
な
用
水
路
と
し
て
整
備
さ
れ
、
国
兼
川
に
合
流
し
て
い
る
。

　

当
該
地
の
水
利
組
織
・
慣
行
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
残
さ
れ
る
現
代
水
利
関
係
資

料
群
だ
け
で
な
く
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
元
水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏
（
昭
和
七

年
生
ま
れ
）、
同
加
藤
勝
利
氏
（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）、
現
水
利
総
代
長
石
丸
環
氏

（
昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ
）
へ
の
聞
き
取
り
に
基
づ
く
。

（
1
）
現
況
（
圃
場
整
備
後
）
の
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
水
利
秩
序

　

現
況
（
圃
場
整
備
後
）
の
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
に
お
け
る
水
利
灌
漑
体
系
に
つ
い

て
は
、
水
利
灌
漑
調
査
成
果
を
記
載
し
た
【
図
1
】「
現
況
の
地
毗
荘
本
郷
（
本
郷
・
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殿
垣
内
地
区
）
の
水
利
系
統
復
原
図
」
を
参
照
し
つ
つ
確
認
し
て
い
く
。
現
在
で
は

別
所
谷
に
あ
る
当
地
最
大
の
新
池
を
筆
頭
と
す
る
横
林
池
・
高
丸
池
の
溜
池
群
、
ま

た
甲
山
北
東
の
江
木
谷
に
あ
る
田
の
平
池
・
江
木
池
の
溜
池
群
か
ら
取
水
し
、
本
郷

川
と
し
て
殿
垣
内
地
区
ま
で
灌
漑
し
て
い
る
。
新
池
溜
池
群
か
ら
は
麓
の
水
路
を
伝

い
、
元
木
谷
・
藤
木
谷
・
滑
良
谷
・
諏
訪
・
殿
垣
内
ま
で
を
灌
漑
し
て
い
る
。
尾
根

を
越
え
る
滑
良
谷
で
は
サ
イ
フ
ォ
ン
に
よ
っ
て
一
部
揚
水
さ
れ
て
導
水
さ
れ
て
い

る
。
殿
垣
内
で
は
本
郷
川
か
ら
殿
垣
内
井
手
の
取
水
に
よ
っ
て
低
湿
地
灌
漑
を
行
い
、

新
池
・
横
林
池
・
高
丸
池
か
ら
稜
線
を
伝
う
二
本
の
長
距
離
水
路
（
通
称
「
横
溝
」）

に
よ
っ
て
殿
垣
内
谷
戸
田
地
域
（
現
正
法
寺
周
辺
）
を
灌
漑
す
る
。
新
池
溜
池
群
か

ら
は
加
計
（
掛
）
井
手
や
ギ
ッ
ス
イ
井
手
よ
り
取
水
し
甲
山
城
麓
地
域
一
帯
（
南
西

部
）
を
灌
漑
し
、
田
の
平
池
・
江
木
池
溜
池
群
か
ら
は
麓
地
域
一
帯
（
南
東
部
）
を

灌
漑
し
、
現
在
の
艮
神
社
周
辺
で
二
つ
の
灌
漑
水
系
が
交
わ
っ
て
い
る
。
本
郷
川
合

流
地
点
付
近
に
は
太
源
井
手
・
合
同
井
手
・
二
反
田
井
手
な
ど
が
集
中
し
、
合
同
井

手
・
二
反
田
井
手
か
ら
の
取
水
で
藤
木
谷
入
り
口
付
近
を
灌
漑
し
て
い
る
。
さ
ら
に

太
源
井
手
か
ら
は
紺
屋
谷
一
帯
を
灌
漑
す
る
。

　

こ
れ
ら
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
水
利
灌
漑
は
本
郷
協
議
会
が
管
轄
し
、
地
区
内
の

上
組
・
麓
組
・
紺
屋
組
・
滑
良
組
よ
り
各
二
名
合
計
八
名
の
総
代
が
選
出
（
二
年
任

期
）
さ
れ
、
一
名
の
総
代
長
が
選
ば
れ
る
。
総
代
長
お
よ
び
総
代
は
本
郷
・
殿
垣
内

地
区
の
水
利
を
主
な
職
務
と
す
る
。

　

本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
元
水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏
へ
の
聞
き
取
り
お
よ
び
同

氏
所
蔵
の
本
郷
協
議
会
の
水
利
関
係
資
料「
本
郷
町
溜
池
資
料
」（
平
成
二
十
四
年（
二

〇
一
二
）
作
成
）
に
よ
る
と
、
総
合
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
前
後
で
の
各
溜
池
の
旧
・
新

貯
水
量
に
つ
い
て
、
新
貯
水
量
に
お
け
る
新
池
が
一
一
三
・
四
〇
〇
㎡
、
横
林
池
が

四
七
・
三
〇
〇
㎡
、
高
丸
池
が
一
八
・
二
〇
〇
㎡
、
田
の
平
池
が
三
八
・
五
〇
〇
㎡
、

江
木
池
が
四
一
・
三
〇
〇
㎡
と
、
新
池
の
貯
水
量
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
横
林
池
・
高
丸
池
は
新
池
の
予
備
池
」（
元
水
利
総
代
長
加
藤
勝
利
氏
へ
の
聞
き
取

り
）
と
い
う
現
地
の
認
識
す
ら
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
圃
場
整
備
に
よ
る
貯

水
量
の
増
加
が
あ
っ
て
も
各
溜
池
間
の
貯
水
量
の
優
劣
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
（
前

掲
「
本
郷
町
溜
池
資
料
」）。
受
益
面
積
に
つ
い
て
も
、
本
郷
地
区
で
の
新
池
・
横
林

池
・
高
丸
池
が
三
五
九
・
六
三
三
㎡
で
、
こ
れ
は
田
の
平
池
・
江
木
池
の
九
四
・
五

一
八
㎡
を
圧
倒
す
る
。
総
じ
て
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
で
は
別
所
谷
に
あ
る
新
池
が
貯

水
量
・
受
益
面
積
と
も
に
最
大
の
溜
池
で
あ
る
こ
と
は
了
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
殿
垣

内
地
区
で
は
、
新
池
の
み
か
ら
一
三
九
・
九
八
〇
㎡
も
の
受
益
面
積
を
賄
っ
て
お
り
、

殿
垣
内
地
区
が
新
池
に
依
存
し
た
水
利
灌
漑
で
あ
る
こ
と
も
分
か
る
。

　

本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
な
か
で
も
、
新
池
・
横
林
池
・
高
丸
池
の
水
利
分
配
方
法

に
は
厳
密
な
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
配
水
ル
ー
ル

を
記
載
し
た
【
表
1
】「
圃
場
整
備
以
後
の
水
割
（
水
利
分
配
方
法
）」（
元
水
利
総
代

長
三
上
順
治
郎
氏
所
蔵
「
新
池
・
横
林
池
水
割
表
」
を
基
に
作
成
）
を
み
る
に
、
七

日
間
を
一
サ
イ
ク
ル
に
、
各
受
益
地
区
で
の
五
月
～
七
月
ま
で
の
水
割
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
現
地
で
樋
守
代
の
七
名
（
Ａ
氏
～
Ｇ
氏
）
が
定
め
ら
れ
、
取
水
の
管

理
を
担
う
（
各
氏
に
は
給
分
が
支
払
わ
れ
る
）。
ま
た
【
表
2
】「
本
郷
水
利
定
格
（
平

成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
版
）」（
元
水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏
所
蔵
「
本
郷

水
利
定
格
」
を
基
に
作
成
）
に
は
、
水
利
の
分
配
（
現
地
で
は
「
水
の
支
配
」
と
呼

称
）に
お
け
る
支
配
給
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
水
利
総
代
長
の
石
丸
環
氏（
屋

号
「
石
垣
内
」）
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
石
丸
家
が
代
々
「
水
の
支
配
」
を
現
地

で
担
っ
て
お
り
、
大
正
年
間
頃
ま
で
は
水
切
符
と
し
て
本
郷
内
の
水
利
関
係
者
へ
水

利
権
を
配
布
し
て
い
た
と
い
う
。【
表
2
】
の
「
番
給
」
と
は
、
雨
天
時
に
用
水
路
か

ら
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
た
水
を
排
水
す
る
た
め
栓
を
開
閉
す
る
係
に
対
す
る
支
配
給

の
こ
と
で
、「
難
番
給
」
と
は
用
水
路
の
分
岐
点
や
雨
水
・
谷
水
が
よ
り
多
く
流
入
す

る
箇
所
の
係
に
対
す
る
支
配
給
を
指
す
。
こ
れ
ら
は
先
述
し
た
樋
守
代
と
は
異
な
る
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◆5月
2015年 5月 新池 横林池・高丸池 樋守

日 曜日 午前 午後 夜水 午前 午後 担当者
8 金 元木 滑 ― 別所 藤城 A氏
9 土 殿垣内 ― 山崎 諏訪 B氏
10 日 大源井手 元木 ― 掛井手 別所 C氏
11 月 藤城 山崎 ― 滑 諏訪 D氏
12 火 殿垣内 ― 掛井手 大源井手 E氏
13 水 元木 滑 ― 別所 藤城 F氏
14 木 殿垣内 ― 山崎 諏訪 G氏

◆7月（夜水あり）
2015年 7月 新池 横林池・高丸池 樋守

日 曜日 午前 午後 夜水 午前 午後 担当者
10 金 藤城 山崎 掛井手 滑 諏訪 A氏
11 土 殿垣内 大源井手 別所 B氏
12 日 元木 山崎 諏訪 藤城 滑 C氏
13 月 殿垣内 掛井手 大源井手 D氏
14 火 元木 滑 山崎 別所 藤城 E氏
15 水 掛井手 大源井手 元木 諏訪 別所 F氏
16 木 殿垣内 藤城 滑 G氏

出典：2015年度「新池・横林池水割表」（元水利総代長三上順治郎氏所蔵）
※午前：4：00～11：00　午後：11：00～18：00　夜水：18：00～4：00

別 氏名 事項（1石：50,000円） 支払額（円）

水
利
定
格

A̓氏 新谷奥 難番給 2升6合3勺 1,315
Aʼ氏 新谷奥 難番給 2升6合3勺 1,315

Aʼ氏・Bʼ氏 田の平池 番給 2斗7升4合5勺 13,725
Cʼ氏 花の木池 難番給 9升4合5勺 4,725
Cʼ氏 鉄屋上 難番給 3升1合5勺 1,575
Dʼ氏 段の下 難番給 5升2合5勺 2,625
Cʼ氏 田の平池 支配給 1斗5升0合0勺 7,500
Eʼ氏 新池横林池 支配給 2斗5升0合0勺 12,500
Fʼ氏 滑池 支配給 2升1合0勺 1,050
Gʼ氏 江下池 支配給 1斗5升0合0勺 7,500
Hʼ氏 紺屋井手 番給 5升2合5勺 2,625
I'氏 滑奥池 番給 3升1合5勺 1,575
Fʼ氏 滑池 番給 5升0合0勺 2,500
Jʼ氏 福田池 番給 2升0合0勺 1,000
Kʼ氏 新池横林池 番給 1石 50,000
L̓氏 加計井手 番給 3升1合5勺 1,575
Dʼ氏 杉原井手 番給 5升2合5勺 2,625

本
殿
定
格

Kʼ氏 加藤裏 難番給 3升1合5勺 1,575
Kʼ氏 加藤裏 溝浚え 3升0合0勺 1,500
Mʼ氏 新池尻 難番給 3升3合6勺 1,680
Mʼ氏 長谷向 難番給 1升0合5勺 525
Nʼ氏 高丸仕掛 難番給 3升1合5勺 1,575
Eʼ氏 盗谷 難番給 3升1合5勺 1,575

Kʼ氏　外6名 新池 番給 1石 50,000
出典：「本郷水利定格」（元水利総代長三上順治郎氏所蔵、「定格」の部分のみ抜粋）

表 1　圃場整備以後の水割（水利分配方法）

表 2　本郷水利定格（平成 23 年（2011）度版）
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役
割
で
あ
る
。「
番
給
」「
難
番
給
」
の
設
置
箇
所
、
お
よ
び
支
配
給
の
金
額
は
圃

場
整
備
前
後
で
変
化
は
し
て
い
な
い
と
い
う
。

（
2
）
圃
場
整
備
以
前
の
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
水
利
秩
序

　

圃
場
整
備
以
前
の
水
利
灌
漑
体
系
は
、【
写
真
1
】「
各
溜
池
水
系
一
覧
表
」（
元

水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏
所
蔵
）
に
よ
っ
て
詳
細
な
水
が
か
り
や
水
利
慣
行
が

記
録
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ト
レ
ー
ス
し
た
デ
ー
タ
を
、
圃
場
整
備
事
業
以

前
の
耕
地
景
観
を
空
撮
し
た
国
土
地
理
院
発
行
空
中
写
真（
一
九
七
六
年
撮
影
）上

に
復
原
し
た
【
図
2
】「
地
毗
荘
本
郷
（
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
）
の
水
が
か
り
復
原

図
」
を
用
い
て
、
圃
場
整
備
以
前
の
水
利
灌
漑
体
系
の
様
相
を
見
て
い
こ
う
。

　

圃
場
整
備
以
前
で
も
、甲
山
を
起
点
に
別
所
谷
か
ら
の
「
新
池
が
か
り
」
と
、江

木
谷
か
ら
の
「
田
の
平
池
・
江
木
池
が
か
り
」
の
二
つ
の
水
が
か
り
が
あ
り
、
別

所
谷
入
り
口
付
近
に
て
「
加
計
井
手
が
か
り
」
が
甲
山
南
麓
一
帯
を
灌
漑
し
て
い

る
。「
新
池
が
か
り
」
は
別
所
谷
・
甲
山
麓
、
元
木
谷
の
一
部
、
本
郷
川
下
流
域
の

藤
木
谷
の
入
り
口
付
近
な
ど
ま
で
を
含
む
。
ま
た
本
郷
川
か
ら
取
水
す
る
「
元
木

が
か
り
」
は
、元
木
谷
を
灌
漑
し
て
い
る
。
ま
た
新
池
か
ら
は
「
藤
木
が
か
り
」「
滑

奥
・
滑
池
が
か
り
」「
山
崎
が
か
り
」「
諏
訪
が
か
り
」「
殿
垣
内
が
か
り
」
へ
の
水

を
供
給
し
て
い
た
。
本
郷
川
合
流
地
点
か
ら
は
紺
屋
谷
を
灌
漑
す
る
「
太
源
井
手

が
か
り
」
が
あ
り
、
滑
良
谷
に
あ
る
行
保
池
か
ら
取
水
す
る
「
行
保
が
か
り
」
も

あ
っ
た
。
圃
場
整
備
以
前
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
服
部
英
雄
に
よ
る
と
、「
滑
良
谷
・

藤
木
谷
は
共
に
現
在
主
要
な
水
が
か
り
を
新
池
に
よ
っ
て
」
お
り
、「
こ
の
用
水
は

別
所
谷
上
部
に
取
水
口
を
も
ち
、
そ
れ
よ
り
円
通
寺
の
対
岸
に
あ
る
山
の
中
腹
を

導
水
さ
れ
、
等
高
線
と
ほ
ぼ
平
行
に
石
垣
内
上
方
、
養
徳
庵
直
下
を
流
れ
、
元
木

谷
と
藤
木
谷
を
分
か
つ
稜
線
を
越
え
、
次
い
で
藤
木
谷
・
滑
良
谷
間
の
稜
線
を
も

越
し
て
滑
良
谷
を
灌
漑
す
る
」
と
述
べ
、
僅
か
な
が
ら
も
現
地
の
水
利
灌
漑
に
触

写真 1　各溜池水系一覧表 部分図
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写真 1　各溜池水系一覧表
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図 2　地毗荘本郷（本郷・殿垣内地区）の水がかり復原図
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れ
て
い
る（

（
（

。
圃
場
整
備
以
前
の
段
階
で
は
、「
新
池
」
が
滑
良
谷
を
灌
漑
し
、
さ
ら
に

【
写
真
1
】「
各
溜
池
水
系
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
殿
垣
内
ま
で
を
も
灌
漑
し
て
お
り
、現

況
の
水
利
灌
漑
体
系
と
ほ
と
ん
ど
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、【
図
2
】
の
元
木
谷
で
の
灌
漑
に
お
い
て
、
谷
戸
上
方
部
の
灌
漑
が
「
新

池
が
か
り
」
の
範
囲
と
さ
れ
、
谷
戸
下
方
部
が
「
元
木
が
か
り
」
に
分
か
れ
て
い
る

こ
と
は
、
現
況
の
配
水
と
異
な
る
。【
表
3
】「
圃
場
整
備
以
前
の
水
割
（
水
利
分
配

方
法
）」（【
写
真
1
】「
各
溜
池
水
系
一
覧
表
」
の
記
載
内
容
を
基
に
作
成
）
に
は
「
元

木
谷
水
は
新
池
よ
り
な
い
」
と
の
水
利
慣
行
が
記
載
さ
れ
、
新
池
か
ら
の
水
割
に
元

木
谷
は
入
っ
て
い
な
い
。
元
木
谷
で
は
谷
戸
上
方
部
は
同
地
の
谷
水
が
か
り
を
利
用

で
き
な
い
た
め
に
新
池
か
ら
の
水
利
に
依
存
し
、
谷
戸
下
方
部
で
は
谷
水
が
か
り
で

十
分
に
灌
漑
が
で
き
た
た
め
に
灌
漑
体
系
が
別
に
な
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ

れ
以
外
の
水
利
慣
行
に
つ
い
て
、
圃
場
整
備
以
前
ま
で
は
別
所
谷
に
住
む
樋
守
代
一

人
（
Ｙ
氏
）
が
長
年
新
池
の
す
べ
て
の
取
水
を
管
理
し
て
い
た
が
、
圃
場
整
備
前
後

の
時
期
か
ら
七
名
の
樋
守
代
が
設
定
さ
れ
分
担
管
理
し
、
従
来
Ｙ
氏
に
支
払
わ
れ
て

い
た
給
分
を
七
名
で
分
割
し
て
受
給
し
て
い
る
（
現
水
利
総
代
長
石
丸
環
氏
へ
の
聞

き
取
り
）。
こ
う
し
た
変
化
が
あ
る
一
方
で
、【
表
1
】
と
【
表
3
】
を
比
較
す
る
に
、

本
郷
・
殿
垣
内
地
区
内
の
各
組
へ
の
水
割
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
殿
垣
内
に
は
午

前
・
午
後
・
夜
水
と
新
池
か
ら
一
日
中
の
水
割
が
あ
る
こ
と
も
現
況
の
水
利
秩
序
と

同
様
で
あ
る
。

　

勿
論
、
圃
場
整
備
事
業
で
国
兼
池
（
庄
原
市
上
原
町
）
か
ら
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
が

実
現
し
た
こ
と
で
、
各
溜
池
の
貯
水
量
は
格
段
に
増
加
し
、
一
部
の
井
手
で
は
付
け

替
え
や
位
置
の
移
動
も
生
じ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
圃
場
整
備
事
業
に
よ
る
影
響
の

少
な
さ
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
実
態
を
見
誤
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、

「
水
の
支
配
は
〝
慣
行
〟
こ
そ
す
べ
て
」「
圃
場
整
備
の
前
と
後
で
こ
の
〝
慣
行
〟
が

変
化
し
た
こ
と
は
な
い
」（
元
水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏
へ
の
聞
き
取
り
）
と
い
っ

日数
新池 横林池・高丸池 樋守

午前 午後 夜水 午前 午後 担当者

１日目 別所 藤城 ― 元木 滑良

Y氏

２日目 殿垣内 ― 山崎 諏訪

３日目 加計井手 別所 ― 大元堰 元木

４日目 藤木（城） 山崎 ― 滑良 諏訪

５日目 殿垣内 ― 加計堰（井手） 大元堰
出典：「各溜池水系一覧表」（元水利総代長三上順治郎氏所蔵）、現水利総代長石丸環氏への聞き取り
※午前：4：00～11：00　午後：11：00～18：00　夜水：18：00～4：00

〈水利慣行〉※【写真１】原文をベースに一部改変。文意不通の箇所は適宜補足説明を加えた。 
①２日とんで１日とぶを繰り返す 
←１サイクル５日間で配水が設定され、その期間内に２日間と１日間のインターバルがある。 
　例）藤城（木）組は１日目の配水の次は４日目、６日目となっている。 
②夜水は７月の土用の入より出る（18：00～4：00まで） 
③別所の夜水はない 
←７月から各組に新池の夜水が配水されるようになっても、別所組だけは配水されない。 
④元木谷水は新池よりない 
⑤その他の本郷の谷割は横林・高丸を交互に出る 
⑥殿垣内の夜水は昼一日と夜へ続く 
⑦夜水は新池だけ出す

表 3　圃場整備以前の水割（水利分配方法）
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た
認
識
は
、
同
趣
旨
の
証
言
を
他
の
水
利
総
代
長
か
ら
も
得
る
こ
と
が
で
き
、
現
地

で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
冒
頭
で
例
示
し
た
筑
後
国
水
田
荘
や
近
江

国
柏
木
御
厨
と
同
様
に
、
備
後
国
地
毗
荘
故
地
の
圃
場
整
備
事
業
も
、
現
地
の
基
幹

と
な
る
水
利
秩
序
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
既
存
秩
序
を
補
完
す
る
よ
う
に
し
て

実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二　

近
代
・
近
世
の
水
利
秩
序

（
1
）
明
治
期
の
水
利
灌
漑
体
系

　

現
地
に
残
る
「
明
治
九
年
改
租
当
時
図 

大
字
本
郷
耕
地
山
林
地
図
」（
元
水
利
総
代

長
三
上
順
治
郎
氏
所
蔵
）
よ
り
（【
写
真
2
～
5
】）、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
段
階

の
水
利
灌
漑
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
明
治
期
の
登
記
図
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上

に
現
存
す
る
溜
池
や
宅
地
、
地
形
な
ど
の
位
置
情
報
を
与
え
て
、
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
の

国
土
地
理
院
発
行
空
中
写
真
（
一
九
七
六
年
撮
影
）
に
重
ね
た
も
の
が
【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
図

1
】「
明
治
期
に
お
け
る
別
所
谷
・
元
木
谷
・
藤
木
谷
・
滑
良
谷
の
水
利
灌
漑
復
原
図
」

で
あ
る（

（
（

。
以
下
、
こ
れ
ら
の
地
図
資
料
を
踏
ま
え
な
が
ら
明
治
期
の
水
利
灌
漑
体
系

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

　
【
写
真
2
】「
別
所
谷
図
」
で
は
別
所
谷
入
り
口
付
近
に
溜
池
の
存
在
が
確
認
で
き

る
。
こ
の
溜
池
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
た
め
明
治
期
以
降
に
は
消
失
し
た
の
だ
ろ
う
。

【
写
真
3
】「
元
木
谷
図
」、【
写
真
4
】「
藤
木
（
城
）
谷
図
」
を
見
る
に
、
圃
場
整
備

以
前
の
水
利
灌
漑
体
系
と
同
様
に
、
新
池
の
用
水
が
別
所
谷
入
り
口
の
石
丸
家
（
屋

号
石
垣
内
）
の
上
方
か
ら
元
木
谷
を
経
て
藤
木
谷
へ
導
水
さ
れ
て
い
る
。
元
木
谷
内

に
は
溜
池
の
存
在
も
確
認
で
き
、
谷
水
を
利
用
し
た
灌
漑
の
様
子
も
窺
え
る
が
、
独

立
し
た
水
系
と
ま
で
は
評
価
で
き
ず
、
新
池
か
ら
の
導
水
に
依
存
し
て
い
る
（
実
際

に
【
写
真
3
】「
元
木
谷
図
」
で
は
新
池
か
ら
の
用
水
が
元
木
谷
内
の
溜
池
に
導
水
さ

れ
水
量
を
補
っ
て
い
る
）。
圃
場
整
備
以
前
・
以
後
で
は
、
新
池
を
水
源
と
す
る
長
距

離
用
水
路
「
横
溝
」
に
よ
っ
て
、
藤
木
谷
か
ら
尾
根
を
越
え
て
滑
良
谷
内
の
滑
奥
池
・

滑
池
へ
と
導
水
が
果
た
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
期
の
登
記
図
で
は
そ
の
よ
う
な
長
距

離
用
水
路
の
存
在
を
明
瞭
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
図
1
】

で
は
元
木
谷
・
藤
木
谷
・
滑
良
谷
へ
と
引
か
れ
る
用
水
路
の
存
在
を
確
認
で
き
る
た

め
、
新
池
か
ら
の
配
水
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
せ
し
め
る
。

　
【
表
1
】【
表
3
】
の
圃
場
整
備
前
後
に
お
け
る
水
利
秩
序
で
は
新
池
か
ら
の
配
水

を
滑
良
谷
は
受
け
て
い
る
が
、【
写
真
5
】「
滑
良
谷
図
」
で
は
、
谷
水
を
水
源
と
す

る
滑
奥
池
・
滑
池
の
存
在
や
、
そ
れ
ら
溜
池
を
親
池
─
子
池
と
し
な
が
ら
谷
戸
内
を

灌
漑
す
る
用
水
路
網
が
発
達
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
滑

良
谷
の
水
利
は
、
新
池
の
灌
漑
体
系
に
属
す
る
も
の
の
、
独
自
の
谷
水
・
溜
池
の
存

在
か
ら
新
池
へ
の
依
存
度
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
2
）
近
世
段
階
の
水
利
灌
漑
体
系

　

地
毗
荘
本
郷
故
地
で
は
水
利
関
係
の
近
世
地
方
文
書
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
近

世
地
誌
『
芸
藩
通
志
』（
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
成
立
）
が
文
献
資
料
で
は
現
状
唯

一
の
手
が
か
り
で
あ
る
。
別
所
谷
の
新
池
は
、『
芸
藩
通
志
』
巻
一
三
二
所
載
の
挿
図

の
な
か
で
「
ス
リ
バ
チ
池
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
ス
リ
バ
チ
池
」
が
近
世

末
期
に
拡
張
し
築
堤
さ
れ
た
の
が
現
在
の
新
池
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
他
、『
同
』
挿
図
で
は

別
所
谷
の
溜
池
と
し
て
「
横
林
池
」、「
鳥
越
池
」（「
高
丸
池
」
に
該
当
）
を
載
せ
、江

木
谷
で
は
「
田
平
池
」（「
田
の
平
池
」
に
該
当
）、「
江
下
池
」（「
江
木
池
」
に
該
当
）

が
見
え
る
。
ま
た
滑
良
谷
で
も
「
ナ
メ
ラ
池
」（「
滑
池
」
に
該
当
）
が
見
え
、「
摺
鉢

池
、
横
林
池
、
江
下
池
、
畦
池
、
田
野
平
池
、
滑
良
池
、
鳥
落
池　

並
に
本
郷
村
に

あ
り
」（『
同
』
巻
一
三
五
「
池
塘
」）
の
記
述
を
踏
ま
え
る
に
現
況
の
本
郷
・
殿
垣
内

地
区
の
主
要
な
溜
池
は
ほ
ぼ
近
世
後
期
段
階
に
は
開
削
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
同
』
挿
図
で
は
、
別
所
谷
か
ら
流
れ
る
川
と
、
江
木
谷
か
ら
流
れ
る
川
が
「
ゴ
ウ
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写真 2　別所谷図

写真 3　元木谷図
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写真 4　藤木（城）谷図

写真 5　滑良谷図
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GIS 図 1　明治期における別所谷・元木谷・藤木谷・滑良谷の水利灌漑復原図
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キ
谷
」
と
い
う
場
所
で
合
流
す
る
よ
う
描
か
れ
て
お
り
、
現
況
の
本
郷
川
の
様
相
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
本
郷
川
合
流
地
点
「
ゴ
ウ
キ
谷
」
に
つ
い

て
、【
図
2
】
の
圃
場
整
備
以
前
で
は
「
太
源
井
手
」
か
ら
用
水
が
取
水
さ
れ
、
紺
屋

谷
を
灌
漑
し
て
い
る
。
こ
の
「
太
源
」
と
い
う
地
名
は
現
在
紺
屋
谷
の
山
内
氏
宅
の

屋
号
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。『
同
』
挿
図
で
は
紺
屋
谷
内
に
「
大
現
院
跡
」
が
見
え
、

塔
頭
名
と
し
て
近
世
後
期
ま
で
に
存
在
し
た
地
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
も

使
用
さ
れ
る
「
太
源
井
手
」
と
い
う
井
堰
の
名
称
は
近
世
ま
で
遡
る
の
で
あ
る
。
さ

て
、「
ゴ
ウ
キ
谷
」
で
合
流
す
る
二
つ
の
溜
池
群
の
水
系
は
さ
ら
に
低
湿
地
の
殿
垣
内

地
区
・
国
兼
川
へ
と
流
れ
て
い
く
が
、
紺
屋
地
区
の
谷
戸
は
非
常
に
浅
く
溜
池
群
も

『
芸
藩
通
志
』で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
水
源
地
の
乏
し
い
紺
屋
地
区
で
は
、

「
太
源
井
手
」
か
ら
の
灌
漑
が
主
要
な
用
水
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、「
ス
リ
バ
チ
池
」
を

は
じ
め
と
す
る
甲
山
山
麓
の
溜
池
群
か
ら
の
導
水
に
強
く
依
存
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

前
節
で
は
滑
良
谷
の
水
利
に
つ
い
て
、
明
治
期
作
成
の
登
記
図
を
通
じ
、
同
所
で

の
谷
水
・
溜
池
群
（
滑
池
は
近
世
ま
で
遡
る
）
の
存
在
を
踏
ま
え
、
新
池
を
水
源
と

す
る
灌
漑
体
系
に
属
し
つ
つ
も
相
対
的
依
存
度
が
低
い
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
本

節
で
は
紺
屋
谷
の
水
利
に
つ
い
て
、
近
世
地
誌
の
記
述
を
通
じ
、
同
所
で
主
た
る
溜

池
を
確
認
で
き
ず
、
圃
場
整
備
以
前
か
ら
存
在
す
る
井
堰
「
太
源
井
手
」
が
近
世
名

称
と
し
て
遡
る
点
よ
り
、
井
堰
が
近
世
ま
で
遡
及
可
能
で
あ
る
と
し
、
新
池
を
水
源

と
す
る
灌
漑
体
系
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
指
摘

は
現
存
す
る
文
献
資
料
に
よ
る
推
定
で
あ
り
、
当
時
の
水
利
灌
漑
体
系
の
あ
り
方
と

し
て
確
言
す
る
に
は
、
や
は
り
躊
躇
を
覚
え
る
。

（
3
）
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
集
水
域

　

そ
こ
で
、
土
木
工
学
の
一
分
野
で
あ
る
水
理
学
で
用
い
ら
れ
る
「
集
水
域
」（「
流

域
」
と
も
）
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
地
形
改
変
を
伴
わ
な
い
中
山
間
地
域
で
の
水
利

秩
序
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
み
た
い
。「
集
水
域
」
と
は
特
定
の
水
系
に
雨
や
雪
が

流
れ
込
む
、
地
形
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
領
域
の
こ
と
で
、
山
間
部
に
お
い
て
は
山

の
尾
根
が
「
分
水
界
」（「
流
域
界
」
と
も
）
と
な
っ
て
境
界
線
を
な
す（

（1
（

。
つ
ま
り
、谷

を
削
り
取
る
な
ど
の
大
規
模
な
地
形
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
限
り
、
標
高
デ
ー
タ

を
基
に
分
水
界
を
引
き
、
同
一
水
源
の
水
系
（
井
堰
に
よ
る
灌
漑
範
囲
よ
り
も
広
域

な
水
利
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
前
近
代
で
の
水
利
秩

序
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
情
報
デ
ー
タ
と
な
ろ
う
。

　
【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
図
2
】「
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
集
水
域
」
は
、
国
土
地
理
院
発
行
空
中

写
真
（
一
九
七
六
年
撮
影
）
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
し
、
国
土
交
通
省
が
公
開
し
て
い

る
国
土
数
値
情
報
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
流
域
界
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
重
ね
合
わ
せ
、

本
郷
・
殿
垣
内
地
区
の
集
水
域
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　
【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
図
2
】
を
見
る
に
、
別
所
谷
の
新
池
・
横
林
池
・
高
丸
池
の
溜
池
群
と
、

江
木
谷
の
田
の
平
池
・
江
木
池
の
溜
池
群
を
同
一
水
系
と
す
る
集
水
域
は
、
甲
山
山

麓
の
麓
組
や
上
組
、
元
木
谷
・
藤
木
谷
・
紺
屋
谷
、
そ
し
て
殿
垣
内
の
東
半
分
が
含

ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
圃
場
整
備
以
前
・
以
後
で
は
同
一
の
水
利
灌
漑
体
系
に
あ

る
滑
良
谷
は
集
水
域
を
別
に
す
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
何

ら
か
の
人
為
的
な
作
用
が
な
い
限
り
、
藤
木
谷
と
滑
良
谷
の
境
界
に
存
在
す
る
分
水

界
（
こ
こ
で
は
尾
根
と
な
る
）
を
越
え
て
、
滑
良
谷
へ
新
池
が
か
り
の
用
水
が
導
水

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
現
在
の
滑
良
谷
で
は
サ
イ

フ
ォ
ン
等
で
長
距
離
用
水
路
「
横
溝
」
か
ら
の
用
水
が
引
か
れ
て
お
り
、
揚
水
技
術

の
劣
る
前
近
代
に
あ
っ
て
は
、
当
然
な
が
ら
尾
根
を
越
え
て
の
導
水
は
困
難
が
生
じ

て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う（

（1
（

。

　

そ
の
一
方
で
、
紺
屋
谷
や
殿
垣
内
の
東
半
分
が
同
一
水
系
に
あ
る
こ
と
も
判
明
す

る
。
紺
屋
谷
へ
は
圃
場
整
備
前
後
で
も
「
太
源
井
手
」
を
通
じ
て
導
水
が
さ
れ
て
お
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GIS 図 2　本郷・殿垣内地区の集水域
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り
、【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
図
2
】
よ
り
新
池
や
江
木
池
の
溜
池
群
へ
の
依
存
度
が
非
常
に
強
い
こ

と
が
分
か
る
。
紺
屋
谷
は
そ
の
内
部
に
主
た
る
水
源
を
持
た
な
い
た
め
、
当
然
な
が

ら
前
近
代
で
も
同
様
の
水
利
灌
漑
体
系
に
属
さ
な
け
れ
ば
導
水
が
不
可
能
で
あ
り
、

先
の
紺
屋
谷
へ
導
水
す
る
井
堰
「
太
源
井
手
」
は
近
世
の
み
な
ら
ず
さ
ら
に
古
い
時

代
ま
で
遡
り
う
る
。
ま
た
殿
垣
内
へ
の
導
水
も
圃
場
整
備
前
後
で
は
、【
図
1
】
に
て

長
距
離
用
水
路
「
横
溝
」
の
導
水
が
藤
木
谷
か
ら
諏
訪
を
経
て
至
る
用
水
路
と
、「
太

源
井
手
」
よ
り
も
さ
ら
に
本
郷
川
下
流
に
あ
る
「
殿
垣
内
井
手
」
か
ら
導
水
す
る
ル

ー
ト
の
二
つ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
殿
垣
内
も
上
流
に
あ
る
新
池
・
江
木
池
な

ど
の
溜
池
群
に
一
部
依
存
し
た
灌
漑
体
系
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ま
で
水
利
に
ま
つ
わ
る
文
献
資
料
で
遡
及
的
に
復
原
し
て
き
た
水
利
秩
序

と
、
土
木
工
学
の
水
理
学
で
の
集
水
域
デ
ー
タ
を
併
せ
る
こ
と
で
、
前
近
代
に
お
け

る
水
利
秩
序
の
様
相
を
明
瞭
に
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
三　

中
世
段
階
の
水
利
秩
序

　

地
毗
荘
本
郷
に
お
け
る
中
世
水
利
灌
漑
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
中
世
史
料
に
登
場

す
る
溜
池
や
開
発
関
連
地
名
、
山
内
首
藤
一
族
の
拠
点
比
定
地
を
記
載
し
た
【
図
3
】

「
中
世
地
毗
荘
本
郷
（
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
）
の
水
利
関
係
地
図
」
を
参
照
し
つ
つ
復

原
を
試
み
た
い
。
当
該
地
に
は
中
世
文
書
の
な
か
に
「
別
所
池
」
と
「
大
野
池
」
と

い
う
溜
池
が
確
認
で
き
、
親
池
─
子
池
の
関
係
に
よ
る
水
利
灌
漑
が
行
わ
れ
て
い
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
溜
池
群
は
、
南
北
朝
期
に
山
内
妙
通
が
通
広
・
盛
通
・
乙
寿
女
・
通

顕
ら
得
分
親
へ
「
高
山
門
田
」
と
い
う
領
主
直
営
地
を
集
中
的
に
分
割
相
続
し
た
際

に
登
場
す
る
。【
図
4
】「
高
山
門
田
四
至
の
景
観
復
原
」
も
併
せ
て
参
照
し
な
が
ら

議
論
を
進
め
た
い（

（1
（

。

（
1
）「
別
所
池
」
の
現
地
比
定
と
谷
戸
開
発

　

南
北
朝
期
の
地
毗
荘
本
郷
の
別
所
谷
内
に
は
、「
別
所
池
」
と
い
う
溜
池
が
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
史
料
上
の
初
見
は
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
七
月
十
六
日
「
山

内
妙
通
譲
状（

（1
（

」
で
あ
り
、惣
領
の
山
内
妙
通
が
養
子
乙
寿
女
へ
分
割
相
続
す
る
際
、分

割
相
続
対
象
の
「
高
山
門
田
」
の
四
至
と
し
て
、「
別
所
の
池
の
つ
ゝ
み
」
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
四
月
十
三
日
「
山
内
妙
通
所
領
支
配
置

文（
（1
（

」
で
は
山
内
首
藤
氏
の
氏
寺
円
通
寺
の
寺
領
四
至
と
し
て
「
別
所
の
池
の
つ
ゝ
み
」

が
、
ま
た
寺
領
分
と
し
て
「
別
所
池
代
田
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
期
の
別

所
谷
内
に
お
い
て
、「
別
所
池
」
な
る
溜
池
が
存
在
し
山
内
首
藤
氏
惣
領
家
が
保
有
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
別
所
池
」
は
康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
正
月
十
一

日
「
山
内
妙
通
寄
進
田
坪
付
写（

（1
（

」
に
よ
れ
ば
、「
別
所
池
跡
」
が
円
通
寺
に
寄
進
さ
れ

て
お
り
、
少
な
く
と
も
康
安
年
間
に
は
当
該
の
「
別
所
池
」
は
跡
地
と
い
う
地
目
に

な
り
水
田
化
さ
れ
、
溜
池
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

服
部
英
雄
の
景
観
復
原
で
は
、「
別
所
池
」
の
所
在
地
を
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
登
場

し
て
き
た
別
所
谷
奥
の
「
ス
リ
バ
チ
池
」「
新
池
」
と
同
じ
場
所
に
比
定
す
る
。
し
か

し
、
も
し
仮
に
南
北
朝
期
に
登
場
す
る
「
別
所
池
」
の
所
在
地
が
氏
の
比
定
地
と
な

る
な
ら
ば
、
次
の
矛
盾
点
が
生
じ
る
。
先
ほ
ど
の
延
文
三
年
の
「
山
内
妙
通
所
領
支

配
置
文
」
に
お
け
る
寺
領
四
至
に
は
、
円
通
寺
が
あ
る
甲
山
山
麓
一
帯
が
記
載
さ
れ
、

そ
の
範
囲
は
「
山
堺
、
東
ハ
、
に
た
の
た
わ
を
し
ら
く
さ
ゑ
さ
か
う
、
南
ハ
、
別
所

の
池
の
つ
ゝ
み
、
ゆ
や
の
谷
を
さ
か
う
、
西
北
ハ
、
ぬ
の
た
わ
を
し
ら
く
さ
の
う
ね

ゑ
さ
か
う
」
と
あ
っ
て
、
甲
山
の
南
堺
に
「
別
所
池
」
が
あ
る
と
置
文
で
は
述
べ
ら

れ
る
。
し
か
し
「
ス
リ
バ
チ
池
」
や
「
新
池
」
の
所
在
地
は
む
し
ろ
甲
山
の
北
西
に

あ
た
り
、
南
堺
と
す
る
置
文
の
寺
領
四
至
記
載
と
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
服
部
が
行
っ
た
地
名
採
集
を
踏
ま
え
つ
つ
現
地
の
地
名
を
確
認
し
て
い
く

と
、「
懸
田
」「
カ
ケ
」「
ふ
ろ
の
谷
」「
石
垣
内
」
な
ど
、
別
所
谷
入
り
口
周
辺
に
中
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図 3　中世地毗荘本郷（本郷・殿垣内地区）の水利関係地図
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図 4　高山門田四至の景観復原
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世
文
書
に
登
場
す
る
地
名
が
集
中
す
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
別
所
谷
奥
の
新
池
付

近
で
は
こ
う
し
た
中
世
地
名
は
寺
領
四
至
と
し
て
の
「
ぬ
の
た
わ
」
以
外
確
認
で
き

な
い
。
さ
ら
に
、
別
所
谷
入
り
口
の
地
形
を
見
る
と
狭
隘
化
し
溜
池
の
築
堤
に
は
都

合
の
良
い
場
所
で
あ
り
、東
西
の
山
か
ら
現
在
も
谷
水
を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
、前

章
で
取
り
上
げ
た
明
治
期
の
登
記
図
「
別
所
谷
図
」
に
は
、
別
所
谷
入
り
口
で
か
つ

現
水
利
総
代
長
石
丸
家
（
屋
号
「
石
河
内
」）
の
膝
下
に
溜
池
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
中
世
文
書
に
登
場
す
る
「
別
所
池
」
が
、
康
安
年
間
に
は
す
で
に
跡
地
に

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
明
治
期
の
溜
池
が
直
截
に
中
世
の
「
別
所
池
」
で
あ
る
と

写真 6　「別所池」比定地（別所谷入り口より撮影）

は
確
言
で
き
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
別
所
谷
入
り
口
の
狭
隘
地
形
に
お
い
て
溜

池
の
築
堤
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
十
分
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
勘
案
す

る
に
、
当
該
地
に
南
北
朝
期
の
「
別
所
池
」
と
い
う
谷
池
が
築
堤
さ
れ
て
い
た
と
考

え
れ
ば
、「
置
文
」の
寺
領
四
至
を
矛
盾
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ
え
に【
図

3
】
で
は
別
所
谷
入
り
口
の
狭
隘
地
形
に
「
別
所
池
」
を
比
定
す
る（

（1
（

。

　

さ
ら
に
「
別
所
池
」
の
比
定
地
付
近
に
は
「
加
計
（
掛
）
井
手
」
が
圃
場
整
備
以

前
か
ら
現
在
ま
で
存
在
す
る
（【
写
真
6
】「「
別
所
池
」
比
定
地
」、【
写
真
7
】「
現

在
の
加
計
（
掛
）
井
手
」）。
こ
の
「
加
計
（
掛
）」
は
井
堰
の
真
上
に
あ
る
住
宅
の
屋

号
「
掛
（
カ
ケ
）」
に
由
来
す
る
地
名
で

（
元
水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏
へ
の
聞

き
取
り
）、当
該
地
は
延
文
四
年
（
一
三
五

九
）
三
月
十
二
日
「
山
内
妙
通
譲
状（

（1
（

」
に

お
い
て
、
別
所
谷
入
り
口
付
近
を
所
領
と

し
た
山
内
通
広
の
権
益
と
し
て
「
又
畠
一

所
〈
号
懸
田
畠
〉、
同
所
田
一
段
〈
本
力

作
、但
此
田
内
河
向
仁
六
十
歩
在
之
〉」（〈
〉

は
割
書
）
が
登
場
す
る
。
先
の
「
加
計

（
掛
）」
と
い
う
地
名
は
、
畠
地
・
水
田
の

両
方
の
地
目
を
含
む
耕
地
「
懸
田
畠
」
の

名
残
で
あ
り
、
中
世
ま
で
遡
る
も
の
で
あ

る
。
か
つ
「
別
所
池
」
か
ら
の
導
水
に
よ

っ
て
「
懸
田
畠
」
の
水
田
が
灌
漑
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　
【
図
4
】の
南
北
朝
期
地
毗
荘
本
郷
で
の

山
内
首
藤
氏
所
領
を
見
て
も
、
別
所
谷
内

写真 7　現在の加計（掛）井手
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部
に
お
い
て
「
別
所
池
」
よ
り
も
上
流
に
あ
る
溜
池
関
連
の
権
益
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
南
北
朝
期
ま
で
別
所
谷
入
り
口
で
の
「
別
所
池
」
に

よ
る
溜
池
灌
漑
が
行
わ
れ
、
南
北
朝
期
に
は
溜
池
が
潰
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
芸
藩
通

志
』
に
登
場
す
る
「
ス
リ
バ
チ
池
」
と
い
っ
た
谷
戸
田
奥
の
溜
池
築
堤
と
灌
漑
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
山
内
首
藤
氏
本
拠
で
の
別
所
谷
の
谷
戸
開
発
は
、
南
北
朝
期
段
階

ま
で
は
谷
戸
入
り
口
付
近
ま
で
し
か
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）「
大
野
池
」
の
灌
漑
と
河
道
変
遷

　
「
大
野
池
」
は
、
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
七
月
十
六
日
「
山
内
妙
通
譲
状（

（1
（

」
で
の

所
領
四
至
に
お
い
て
「
池
の
つ
ゝ
み
」、「
池
の
は
た
（
端
）」
と
見
え
る
の
が
史
料
上

の
初
見
で
あ
る
。
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
三
月
二
十
日
「
山
内
妙
通
自
筆
譲
状（

（2
（

」
で

は
「
お
う
の
□
い
け
の
あ
と
の
た
は
ん
ふ
ん
」
が
通
広
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
。
延
文

三
年
の
「
山
内
妙
通
所
領
支
配
置
文（

（2
（

」
で
は
円
通
寺
領
に
「
大
野
池
代
田
」
が
記
載

さ
れ
、
延
文
四
年
三
月
十
二
日
「
山
内
妙
通
譲
状（

（2
（

」
で
は
「
大
池
跡
田
半
分
」
が
通

広
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
。「
大
野
池
」
も
先
の
「
別
所
池
」
と
同
様
に
溜
池
か
ら
跡
地

へ
と
地
目
が
変
遷
し
て
い
る
。

　
「
大
野
池
」の
所
在
地
は
服
部
英
雄
に
よ

っ
て
「
池
の
内
」
と
い
う
地
名
が
採
集
さ

れ
現
地
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は

『
芸
藩
通
志
』
で
の
「
ゴ
ウ
キ
谷
」
付
近
に

あ
た
り
、
現
況
の
水
利
灌
漑
で
は
新
池
の

用
水
を
紺
屋
谷
へ
導
水
す
る「
太
源
井
手
」

と
い
っ
た
井
堰
が
集
中
す
る
場
所
で
あ
る

（【
図
3
】、【
写
真
8
】「「
大
野
池
」
比
定

地
」、【
写
真
9
】「
現
在
の
太
源
井
手
」）。

服
部
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
大
野
池
」
推

定
地
は
、
別
所
谷
と
江
木
谷
の
二
つ
の
溜

池
群
か
ら
導
水
さ
れ
る
水
系
が
合
流
す
る

地
点
で
も
あ
る
た
め
、
溜
池
（
地
形
環
境

と
し
て
は
皿
池
で
あ
ろ
う
）
が
中
世
段
階

に
築
造
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見
解
は
首
肯

で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
前
章
で
指
摘
し
た

写真 8　「大野池」比定地（紺屋谷からのぞむ）

写真 9　現在の太源井手
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よ
う
に
、「
太
源
井
手
」
と
い
う
井
堰
名
称
は
近
世
の
塔
頭
名
称
と
し
て
残
る
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
近
世
段
階
ま
で
遡
及
可
能
な
地
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
図

2
】
の
集
水
域
で
図
示
し
た
よ
う
に
、
紺
屋
谷
内
部
で
は
主
た
る
水
源
は
な
く
、
別

所
谷
・
江
木
谷
の
溜
池
群
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
も
見
て
き
た
。
南
北
朝
期
に
「
大

野
池
」
が
所
在
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
に
、「
大
野
池
」
と
は
ま
さ
に
紺
屋
谷
を
含
む

下
流
灌
漑
を
意
図
し
た
溜
池
で
あ
り
、
溜
池
か
ら
導
水
す
る
井
堰
と
し
て
「
太
源
井

手
」
の
存
在
も
中
世
ま
で
遡
及
し
う
る
。

　

な
お
、「
大
野
池
」
の
地
目
変
遷
に
関
し
て
は
次
の
史
料
に
興
味
深
い
記
述
が
見
出

せ
る
。

【
史
料
】
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
九
月
十
六
日
「
山
内
妙
通
自
筆
置
文（

（2
（

」（
傍
線

筆
者
）

大
の（

野
）
ゝ
い（

池

代

）

け
し
ろ
の
田
は（

半

分

）

ん
ふ
ん
ハ
、
ゆ（

譲
）つ
り
た
て
ま
つ
り
て
候
、
た
ゝ
し

す（
首
藤
）

と
う
六
入
道
の
ゆ
つ
り
に
、
た（

谷

川

）

に
か
わ
を
の
ほ
り
と
か（

限
）き

て
候
し
、
も
と
に

た（

谷

川

）

に
か
わ
ハ
に（

西
）し
の
き（

岸
）し
の
そ（

沿
）い
を
な（

流
）か
れ
て
候
し
な
り
、
い
ま
ハ
な
か
を
な

か
れ
て
候
へ
と
も
、
む
か
し
の
こ
と
く
き
し
を
さ（

境

）

か
わ
れ
候
、
そ
の
や
う
を

そ（
存
知
）

ん
ち
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　

え（

延

文

）

ん
ふ
ん
五
ね（

年
）ん
九
月
十
六
日　
　
　

妙
通
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

又
三
郎
所

　
【
史
料
】
傍
線
部
で
は
、谷
川
（
＝
本
郷
川
）
が
本
来
西
岸
沿
い
を
流
れ
て
い
た
が
、

河
道
変
更
に
よ
り
現
在
は
中
を
流
れ
て
い
る
た
め
、
山
内
通
広
分
所
領
「
大
の
ゝ
い

け
し
ろ
の
田
は
ん
ふ
ん
」（
＝
大
野
池
代
田
半
分
）
に
お
け
る
山
内
通
顕
分
所
領
と
の

境
界
線
に
変
動
が
生
じ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
境
界
線
は
以
前
の
河
道
に
基
づ
く
こ

と
を
定
め
て
い
る
。
服
部
は
、
同
時
期
に
「
別
所
池
」「
大
野
池
」
が
跡
地
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
郷
川
の
河
道
変
更
に
よ
る
溜
池
消
失
を
指
摘
す
る
。
実
際
に
当

地
は
水
害
が
多
く
、
谷
戸
で
の
土
砂
災
害
や
溜
池
崩
壊
の
事
例
は
聞
き
取
り
調
査
に

て
幾
例
か
得
ら
れ
た
。
と
く
に
、
新
池
の
堤
が
か
つ
て
決
壊
し
た
際
に
は
、
土
砂
が

太
源
井
手
ま
で
到
達
し
た
と
い
う
（
元
水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏
へ
の
聞
き
取

り
）。
た
だ
し
、「
大
野
池
」
が
潰
れ
て
跡
地
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
紺
屋
谷
が
別
所

谷
・
江
木
谷
の
溜
池
群
へ
高
い
水
利
依
存
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

の
で
、「
大
野
池
」
が
潰
れ
て
跡
地
・
水
田
化
さ
れ
た
後
で
も
、
本
郷
川
の
河
川
か
ら

取
水
す
る
井
堰
と
し
て
「
太
源
井
手
」
が
存
続
し
た
こ
と
も
当
然
な
が
ら
想
定
さ
れ

る
。

　

南
北
朝
期
ま
で
「
別
所
池
」「
大
野
池
」
と
い
う
親
池
─
子
池
の
灌
漑
施
設
を
中
核

に
導
水
さ
れ
て
い
た
地
毗
荘
本
郷
の
水
利
秩
序
は
、
河
道
変
遷
が
生
じ
る
水
害
被
害

の
結
果
、
既
存
の
溜
池
施
設
の
改
変
（
こ
こ
で
は
溜
池
の
消
失
）
へ
と
至
る
。
そ
の

後
、
中
世
史
料
で
は
「
別
所
池
」「
大
野
池
」
と
も
に
跡
地
お
よ
び
水
田
化
さ
れ
、
以

後
の
史
料
に
登
場
し
な
く
な
る
。
少
な
く
と
も
圃
場
整
備
以
前
ま
で
に
は
、
こ
れ
ら

溜
池
跡
地
周
辺
に
「
加
計
（
掛
）
井
手
」「
太
源
井
手
」
と
い
う
本
郷
川
の
河
川
か
ら

取
水
す
る
井
堰
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
井
堰
名
称
や
存
在
は
中
世
ま
で
遡
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
見
て
き
た
。
地
毗
荘
本
郷
に
お
け
る
、
本
郷
川
を
谷
池
や
皿
池
に

よ
っ
て
堰
き
止
め
、
各
溜
池
を
中
継
さ
せ
な
が
ら
導
水
す
る
灌
漑
形
態
は
、
本
郷
川

の
河
川
か
ら
直
接
井
堰
に
よ
っ
て
取
水
す
る
河
川
灌
漑
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
示

す
。
た
だ
し
、
近
世
か
ら
圃
場
整
備
以
後
に
至
る
ま
で
溜
池
灌
漑
に
大
き
く
依
存
し

た
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、「
別
所
池
」「
大
野
池
」
の
溜
池
が
消
失
し
た
後
も
河
川

灌
漑
だ
け
に
依
拠
し
、本
郷
内
に
溜
池
施
設
が
一
切
築
堤
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、水

利
灌
漑
の
不
安
定
化
を
招
き
、
や
は
り
考
え
づ
ら
い
。
と
い
う
の
も
、
別
所
谷
入
り

口
付
近
を
所
領
と
し
た
山
内
通
広
の
権
益
に
は
、
延
文
六
年
（
一
三
六
一
）
六
月
二

十
六
日
「
山
内
妙
通
譲
状（

（2
（

」
に
「
つ
く
り
た
て
の
田
」
と
し
て
「
田
七
段
」
が
新
た

に
登
場
し
、
こ
れ
は
「
別
所
池
」
跡
地
の
水
田
化
さ
れ
た
地
目
と
は
別
個
の
水
田
と

し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
別
所
谷
入
り
口
に
お
い
て
溜
池
消
失
後
も
水
田
が



− 22 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第51号（2025年1月）

増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
開
発
の
進
展
を
踏
ま
え
る
に
、
や
は
り
安
定

的
な
水
量
を
確
保
で
き
る
溜
池
灌
漑
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

私
見
で
は
、
地
毗
荘
本
郷
の
水
利
灌
漑
に
つ
い
て
、
南
北
朝
期
の
河
道
変
更
に
伴

う
溜
池
の
消
失
に
よ
っ
て
河
川
灌
漑
へ
移
行
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
時
期
に
は
山
内

首
藤
氏
に
よ
る
別
所
谷
奥
の
谷
戸
開
発
が
進
み
、
近
世
に
登
場
す
る
「
ス
リ
バ
チ
池
」

に
先
行
す
る
溜
池
施
設
が
別
所
谷
奥
に
設
け
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
確
定
作
業
に

つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
相
模
国
出
身
の
西
遷
御
家
人
山
内
首
藤
氏
が
本
拠
と
し
た
備
後
国
地

毗
荘
本
郷
の
故
地
を
事
例
に
、
中
世
の
水
利
秩
序
を
復
原
す
べ
く
、
遡
及
的
な
景
観

復
原
技
法
を
用
い
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
。
現
況
（
圃
場
整
備
後
）
→
圃
場
整
備
以
前

→
明
治
期
→
近
世
お
よ
び
集
水
域
に
基
づ
く
前
近
代
の
水
利
秩
序
を
、
現
地
調
査
や

文
献
資
料
だ
け
で
な
く
水
理
学
の
手
法
を
用
い
学
際
的
に
復
原
す
る
こ
と
で
中
世
水

利
秩
序
の
様
相
を
把
握
す
る
に
至
っ
た
。
各
時
期
の
水
利
秩
序
に
つ
い
て
は
す
で
に

詳
述
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
遡
及
的
復
原
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
中
世
の

水
利
秩
序
に
つ
い
て
総
括
を
行
い
、
若
干
の
展
望
を
述
べ
て
結
語
と
し
た
い
。

　

地
毗
荘
本
郷
に
お
け
る
中
世
水
利
秩
序
は
、
南
北
朝
期
ま
で
に
「
別
所
池
」「
大
野

池
」
に
よ
る
親
池
─
子
池
の
灌
漑
体
系
が
存
在
し
て
お
り
、
か
か
る
体
系
は
さ
ら
に

鎌
倉
期
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
行
っ
た
時
代
ご
と
の
水
利
秩
序
や
集
水

域
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
と
、
南
北
朝
期
の
「
別
所
池
」
の
所
在
地
は
別
所
谷
入
り

口
に
あ
り
、「
別
所
谷
」
よ
り
も
上
流
の
地
域
で
山
内
首
藤
氏
の
権
益
が
登
場
し
な
い

こ
と
か
ら
、「
ス
リ
バ
チ
池
」
が
あ
る
別
所
谷
奥
ま
で
の
谷
戸
開
発
は
こ
の
段
階
で
そ

も
そ
も
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
集
水
域
を
踏
ま
え
て
「
別

所
池
」
の
灌
漑
範
囲
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
所
在
地
よ
り
も
下
流
に
あ
た
る
元
木
谷
・

藤
木
谷
・
殿
垣
内
・
紺
屋
谷
ま
で
も
含
む
こ
と
が
分
か
る
（【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
図
2
】
参
照
）。

さ
ら
に
「
大
野
池
」
は
上
流
か
ら
の
「
別
所
池
」
に
よ
る
灌
漑
を
補
完
し
、
よ
り
下

流
地
域
で
あ
る
紺
屋
谷
や
殿
垣
内
の
一
部
範
囲
へ
導
水
す
る
溜
池
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
。
と
く
に
紺
屋
谷
の
水
利
を
勘
案
す
る
と
「
大
野
池
」
へ
の
依
存
度
が

高
か
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
ま
た
「
別
所
池
」「
大
野
池
」
は
南
北
朝
期
以
後
に
溜
池

跡
地
と
な
っ
て
水
田
化
さ
れ
、
河
川
灌
漑
へ
と
移
行
し
た
こ
と
も
見
た
。
複
数
の
溜

池
を
中
継
さ
せ
な
が
ら
下
流
灌
漑
を
果
た
す
形
態
か
ら
、
河
川
か
ら
直
接
井
堰
で
取

水
す
る
形
態
へ
の
変
遷
は
、
増
水
な
ど
の
水
害
に
よ
っ
て
井
堰
を
損
な
い
や
す
く
な

り
、
当
然
な
が
ら
水
利
灌
漑
の
不
安
定
化
を
招
く
。
そ
の
一
方
で
別
所
谷
入
り
口
付

近
で
は
、「
別
所
池
」
跡
地
化
後
も
水
田
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
別

所
谷
奥
の
谷
戸
開
発
が
進
展
し
、
近
世
の
「
ス
リ
バ
チ
池
」
に
先
行
す
る
溜
池
施
設

が
築
堤
さ
れ
た
可
能
性
に
触
れ
た
。

　

中
世
ま
で
の
時
代
ご
と
の
水
利
秩
序
を
遡
及
的
に
復
原
す
る
こ
と
で
、
現
況
水
利

と
は
か
な
り
乖
離
し
た
様
相
が
闡
明
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
一
見
す

る
と
フ
ラ
ッ
ト
な
配
水
に
見
え
る
水
利
秩
序
も
、
復
原
す
る
過
程
の
な
か
で
滑
良
谷

と
紺
屋
谷
の
よ
う
な
灌
漑
体
系
へ
の
依
存
度
の
差
違
が
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
水
利
ユ

ニ
ッ
ト
の
な
か
で
も
濃
淡
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
各
地
域
が
拠
っ
て
立
つ
水
資

源
の
基
盤
に
は
明
確
な
差
違
（
な
い
し
は
格
差
）
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
山
内
首
藤
一
族
は
鎌
倉
後
期
に
お
い
て
、
地
毗
荘
本
郷
内
に
別
所
谷
・
元

木
谷
・
江
木
谷
一
帯
に
惣
領
家
一
族
が
、
滑
良
谷
・
藤
木
谷
に
庶
子
滑
氏
が
、
紺
谷

谷
に
庶
子
黒
杭
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
本
拠
を
形
成
し
て
い
く
。
本
稿
で
明
ら
か
と
し
た
中

世
水
利
灌
漑
体
系
や
地
域
ご
と
で
の
水
資
源
開
発
に
お
け
る
差
違
（
な
い
し
は
格
差
）

は
、
各
一
族
間
の
親
疎
関
係
や
政
治
的
動
向
と
い
か
に
リ
ン
ク
し
て
い
く
の
か
。
本

稿
で
行
っ
た
基
礎
作
業
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
武
士
本
拠
と
水
利
の
相
関
関
係
を
読
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み
解
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
全
面
展
開
に
つ
い
て
は
別
稿
を

準
備
し
て
い
る
。

註（
1
）
荘
園
現
地
調
査
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
水
野
章
二
「
中
世
史
研
究
に
お
け
る
現
地
調
査
」（
佐

藤
和
彦
他
編
『
日
本
中
世
史
研
究
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）、
高
木
徳
郎
「
荘
園

地
域
調
査
の
目
的
と
方
法
」（
同
『
日
本
中
世
地
域
環
境
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
八

年
）
や
拙
稿
「
圃
場
整
備
地
域
の
景
観
復
原
技
法
確
立
と
地
域
実
践
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町

の
前
近
代
水
資
源
開
発
と
社
会
集
団
の
関
わ
り
か
ら
─
」（『
学
術
研
究
助
成
報
告
書
』
六
、公

益
財
団
法
人
国
土
地
理
協
会
、
二
〇
二
一
年
（
初
出
二
〇
一
九
年
））
な
ど
を
参
照
。

（
2
）『
豊
後
国
田
染
荘
の
調
査
』『
讃
岐
国
弘
福
寺
領
の
調
査
』『
丹
波
国
大
山
荘
現
況
調
査
報
告
』

『
播
磨
国
大
部
荘
現
況
調
査
報
告
書
』『
和
泉
国
日
根
荘
現
地
調
査
報
告
』『
若
狭
国
太
良
荘
現

地
調
査
報
告
』『
紀
伊
国
荒
川
荘
現
地
調
査
報
告
』
な
ど
。

（
3
）
書
評
に
拙
稿
「
圃
場
整
備
後
の
現
地
調
査
の
可
能
性
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
二
二
、二

〇
一
五
年
）
が
あ
る
。

（
4
）
拙
稿
前
掲
註
（
1
）
報
告
書
、お
よ
び
土
山
祐
之
「
二
〇
二
一
年
段
階
に
お
け
る
現
地
調
査
の

方
法
と
実
践
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
地
域
の
調
査
を
事
例
と
し
て
─
」（『
民
衆
史
研
究
』
一
〇

一
、
二
〇
二
一
年
）、
拙
稿
「
湧
水
は
中
世
景
観
を
語
れ
る
の
か
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
の

現
地
調
査
と
山
中
氏
両
惣
領
家
─
」（『
民
衆
史
研
究
』
一
〇
一
、
二
〇
二
一
年
）、
同
「
近
世

村
落
の
湧
水
紛
争
と
水
資
源
開
発
─
近
江
国
甲
賀
郡
柏
木
御
厨
故
地
の
水
論
絵
図
か
ら
─
」

（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）』
四
八
、
二
〇
二
二
年
）。

（
5
）
服
部
英
雄
「
備
後
国
地
毗
庄
の
復
原
的
研
究
」（
同
『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
─
変
貌
す
る
村
の

姿
と
荘
園
史
研
究
─
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
）。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
同

氏
の
指
摘
は
す
べ
て
本
書
に
拠
る
。

（
6
）
拙
稿
「
在
地
領
主
に
お
け
る
嫡
子
単
独
相
続
の
形
成
過
程
と
二
つ
の
所
領
相
伝
関
係
─
備
後
国

地
毗
荘
山
内
首
藤
氏
を
事
例
に
─
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
四
年
）。

（
7
）
服
部
前
掲
註
（
5
）
書
、
三
六
三
頁
。

（
8
）
麓
組
・
上
組
・
紺
屋
組
な
ど
の
登
記
図
に
つ
い
て
は
、
原
図
で
の
縮
尺
や
方
位
が
実
際
の
地
形

環
境
と
大
き
く
乖
離
し
て
お
り
、位
置
情
報
を
与
え
て
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
は
掲
載
を
見
送
っ
て
い
る
。

（
9
）「
近
世 

第
三
章 

農
業
・
産
業
」（『
庄
原
市
の
歴
史　

通
史
編
』
二
〇
〇
五
年
）。

（
10
）
集
水
域
は
、「
河
川
用
語
集 

～
川
の
こ
と
ば
～
」（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
Ｈ
Ｐ
、
リ
ン

ク
先
：https://www.nilim.go.jp/lab/rcg/newhp/yougo/words/096/096.html

［
最
終

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
五
月
十
日
］）
や
、
清
水
裕
之
・
檜
山
哲
哉
・
河
村
則
行
編
『
水
の
環

境
学
─
人
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
る
─
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）、
飯
田
俊

彰
・
加
藤
亮
編
『
農
業
水
利
学
』（
文
永
堂
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
の
説
明
を
参
照
。

（
11
）「
国
土
数
値
情
報
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
」（
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ
。
リ
ン
ク
先
：https://nlftp.

mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/K
sjTmplt-W

07.html

［
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
五
月
十

日
］）
に
基
づ
く
。
集
水
域
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
渡
邊
彩
里
伊
氏
（
㈱
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
水
資
源
部 

技
術
士
（
建
設
部
門
：
河
川
、
砂
防
及
び
海
岸
・
海
洋
））
の
ご
協
力

を
得
た
。

（
12
）
中
世
の
揚
水
技
術
に
関
し
て
、
絵
画
資
料
で
は
「
伏
見
天
皇
宸
翰
源
氏
物
語
抜
書
」（
十
三
世

紀
末
期
頃
成
立
）
や
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』（
正
中
年
間
（
一
三
二
四
～
二
六
）
成
立
）
の
な

か
で
水
車
が
み
え
る
。
と
く
に
後
者
で
は
、宇
治
橋
の
下
流
に
設
置
さ
れ
た
水
車
の
揚
水
器
が

水
車
の
歯
と
揚
水
の
た
め
の
筒
を
備
え
、水
利
灌
漑
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま

た
武
士
本
拠
の
利
水
技
術
と
し
て
、例
え
ば
『
太
平
記
』
に
は
河
内
国
楠
木
正
成
の
本
拠
地
赤

坂
城
周
辺
に
、「
土
ノ
底
ニ
二
丈
余
リ
ノ
下
ニ
樋
ヲ
伏
セ
テ
、
側
ニ
石
ヲ
畳
ミ
、
上
ニ
真
木
ノ

瓦
ヲ
覆
テ
、
水
ヲ
十
町
余
ノ
外
ヨ
リ
ゾ
懸
タ
リ
ケ
ル
、
此
揚
水
ヲ
被
止
テ
後
」（
巻
第
六
「
人

見
本
間
討
死
の
事
」）
と
み
え
、
暗
渠
水
路
の
構
築
に
よ
る
揚
水
技
術
の
存
在
が
分
か
る
。
絵

画
資
料
は
都
市
京
都
の
景
観
を
、赤
坂
城
周
辺
の
揚
水
技
術
は
近
隣
に
あ
る
国
内
最
大
級
の
水

利
灌
漑
施
設
で
あ
る
狭
山
池
の
築
造
技
術
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
海
老
澤
衷
「
棚
田

と
水
資
源
を
活
用
し
た
楠
木
正
成
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
三
六
、
二
〇
一
〇
年
）、
い
ず
れ
も
当

時
の
先
進
技
術
が
集
め
ら
れ
た
畿
内
近
国
の
事
例
に
偏
る
。
少
な
く
と
も
鎌
倉
末
・
南
北
朝
内

乱
期
ま
で
、他
地
域
で
の
水
利
灌
漑
に
お
け
る
揚
水
は
決
し
て
一
般
的
な
技
術
で
は
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
13
）
山
内
首
藤
氏
に
よ
る
「
高
山
門
田
」
の
分
割
相
続
に
つ
い
て
は
、拙
稿
前
掲
註
（
6
）
論
文
に

て
詳
細
な
四
至
復
原
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
参
照
さ
れ
た
い
。【
図
4
】
は
拙
稿
掲
載
図
に
一

部
改
変
を
加
え
て
掲
出
し
て
い
る
。

（
14
）『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
五　

山
内
首
藤
家
文
書
』
五
三
四
号
。
以
下
『
山
』
○
号
と
略

記
す
る
（
○
は
文
書
番
号
）。

（
15
）『
山
』
五
三
六
号
。

（
16
）「
山
内
文
書
」
二
号
（『
広
島
県
史
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
』）。

（
17
）
拙
稿
前
掲
註
（
6
）
論
文
で
は
、南
北
朝
期
の
「
別
所
池
」
の
所
在
地
を
「
ス
リ
バ
チ
池
」「
新

池
」
で
あ
る
可
能
性
も
残
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
の
考
証
の
結
果
、
別
所
谷
入
り
口
に
確
定
す

る
。

（
18
）『
山
』
五
二
四
号
。

（
19
）『
山
』
五
一
九
号
・
五
三
四
号
。

（
20
）『
山
』
五
二
三
号
。

（
21
）『
山
』
五
三
六
号
。

（
22
）『
山
』
五
二
四
号
。

（
23
）『
山
』
五
二
五
号
。

（
24
）『
山
』
五
二
六
号
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
筆
者
が
二
〇
一
一
年
～
二
〇
二
四
年
（
途
中
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
調
査
を
中
断
し
た
時
期
も
あ
っ
た
）
に
か
け
て
備
後
国
地
毗
荘
本

郷
故
地
（
広
島
県
庄
原
市
本
郷
町
（
本
郷
・
殿
垣
内
地
区
））
に
て
実
施
し
た
個
人
に

よ
る
現
地
調
査
の
う
ち
、
主
に
水
利
灌
漑
調
査
の
成
果
に
限
定
し
て
成
稿
し
た
も
の

で
あ
る
。
現
地
調
査
に
あ
た
り
、
水
利
に
関
し
て
は
元
水
利
総
代
長
三
上
順
治
郎
氏

（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）、
同
加
藤
勝
利
氏
（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）、
現
水
利
総
代
長
石

丸
環
氏
（
昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ
）
か
ら
、
ま
た
地
名
な
ど
の
生
活
環
境
に
関
し
て

は
藤
木
組
の
奥
波
羅
茂
美
氏
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）、
麓
組
の
加
藤
照
明
氏
（
大
正
十

五
年
生
ま
れ
）、
諏
訪
組
の
諏
訪
富
滋
慧
氏
（
昭
和
六
年
生
ま
れ
）、
円
通
寺
の
和
田

房
恵
氏
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
と
く
に
三
上
氏
・
石
丸
氏
に
は
貴
重
な
水
利
関
係
資
料
の
閲
覧
・
撮
影

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
地
毗
荘
本
郷
で
の
水
利

研
究
に
着
手
し
て
か
ら
す
で
に
十
年
以
上
の
年
月
が
経
ち
、
筆
者
の
怠
惰
ゆ
え
に
当

初
の
予
定
よ
り
も
水
利
復
原
研
究
の
成
稿
が
大
幅
に
遅
延
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間

に
現
地
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
な
か
で
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
も

お
り
、
ご
教
示
い
た
だ
い
た
種
々
の
聞
き
書
き
が
歴
史
資
料
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
痛
感
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
成
稿
の
遅
延
を
陳
謝
す
る
と
と
も
に
、現
地
の
方
々

へ
本
稿
の
成
果
を
捧
げ
た
い
。

　

本
稿
で
用
い
た
集
水
域
は
（
株
）
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
水
資
源
部
の

渡
邊
彩
里
伊
氏
（
技
術
士
（
建
設
部
門
：
河
川
、
砂
防
及
び
海
岸
・
海
洋
））
の
ご
協

力
を
得
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
現
地
で
の
水
利
灌
漑
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

土
山
祐
之
氏
・
伊
藤
哲
平
氏
に
一
部
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
。
諸
氏
の
惜
し
み
な
い

ご
協
力
に
深
謝
す
る
。

　

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
水
利
資
料
群
の
研
究
資
源
化
に
よ

る
中
世
～
現
代
荘
園
地
域
の
社
会
構
造
研
究
」（
課
題
番
号
：
2
4
K
0
4
2
2
0
）

の
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。




